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平成２１年３月１６日（月）発行 

第１６回卒業証書授与式 
 ３月１日（日）、上山市長・同窓会長初め多くの御来賓の方々のご出席を戴き、本校の第１

６回目の卒業証書授与式が厳粛な中行われました。卒業生は総数３１６名（普通科２３６名・

食料生産科４０名・情報経営科４０名）。 
 国歌及び校歌斉唱の後、普通科（文科コース・国際教養コース・理工科コース毎）、食料生

産科、情報経営科の卒業生が担任から呼名され、校長から代表者に証書が授与されました。 
校長式辞・来賓祝辞に続き、在校生代表として米内未央生徒会長から、卒業生に対する感謝

と祝福の思いのこもった送辞があり、続いて卒業生を代表して佐藤さつき前生徒会長から、

良き友人と先生にかこまれながら３年間充実した高校生活を送ることが出来た喜び、そして

将来に対する希望に満ちた決意のこめられた答辞がありました。本当におめでとうございま

した。 

表彰式 
 卒業証書授与式に先立って、同窓会やＰＴＡ役員のご出席を戴き、２月２８日（土）に平

成２０年度の表彰式がありました。今年度は近年になく表彰者は多数にのぼりました。内容

は以下のとおりです。 
○優秀賞（各科、コースの学業成績最優秀者に授与されるもの）５名 
○功労賞（人物及び成績・出席状況が良好で、運動部・文化部・農業クラブ・生徒会活動等

において功労（全国大会・東北大会出場等）のあった個人及び団体に授与されるも

の）計１０１名 
    ・レスリング部６名  ・ソフトボール部３０名  ・陸上競技部３８名 
    ・囲碁将棋部 ３名  ・科学写真部   ７名  ・農業クラブ１７名 
○皆勤賞（在学期間を通して欠席・欠課・遅刻・早退が皆無の者に授与されるもの） 
    計 ８３名 
○外部賞 
  ・全国農業高等学校長協会賞 １名  ・全国商業高等学校長協会賞   １名 
  ・産業教育振興中央会賞   ２名  ・山形県産業教育振興会賞    ２名 
  ・山形県学校農業クラブ連盟賞２名  ・全商検定３種目以上１級合格者２４名 

 

 
  科学・写真部が応募していた（社）日本水環境学会東北支部主催の「東北・水すまし賞」

において、標記の賞を受賞しました。応募の研究テーマは「水環境とその環境に適応した生

物に関する研究」です。受賞理由は下記のとおりです（原文のまま）。今後の研究も期待され

ます。 
 蔵王山系の水環境に注目したバイカモの生態ならびに酸性水中に生息する水中昆虫の研

究はともに特色あるテーマの選定と非常に質の高い研究内容は高く評価します。まさに山

形県・上山市ならではの研究です。この研究を通じて地域の水環境特性について認識を深

めたことは「東北・水すまし賞」の授与に値するものです。 



 
 ２月１１日（水）、日本ジュニア室内競技大会が大阪城ホールで開催され、本校の高橋優香

選手（２年）が６０メートルで見事優勝しました。タイムは７秒６１で、昨年の大会に引き

続きの優勝です。また、五十嵐理沙選手（１年）も気を吐き、７秒７２で３位に入りました。 
 なお、高橋選手は昨年度の秋田国体の２００メートルで優勝するなどの実績を持ち、全国

から注目されている選手です。また、五十嵐選手もインターハイ出場や東北大会で準優勝な

どの実績を持ち、成長著しい選手です。 

 
 ２月２７日（金）午後１時３０分から、第３回の学校評議員会が開かれました。主な協議

事項は、平成２１年度の学校経営計画の総括についてです。主な意見・質疑は下記のとおり

でした。 
意見 

・ＰＴＡ総会の出席者が増えないのは、魅力が無いからであろう。何か面白い工夫はないものだろうか。

・教育行政に携わったことがあるが、不登校・不適応・情緒障害等、担任は大変だ。頭の下がる思いだ。

学校全体で受け止めることが大切だ。 
・評価を厳し目につける傾向があるが、明るい展望を持った評価・高い評価をつけても良いのではない

か。 
・評価の項目は盛りだくさん。それぞれの課の特徴を絞ったら良いのではないか。 
・日ごろ、煩雑な事務や生徒の指導は大変だと察します。生徒も（教師に）ついてくれれば良いのだが、

なかなか難しい。ここの生徒は素直でいい。 
・数字の具体的目標の変更・修正はとてもよろしいと思います。数値化はしにくいところもあると思い

ますが、大規模な学校ではアンケートをとる上でも数値化の必要はあると思います。先生方の自己評

価は厳し目に出てくるとは思いますが。 
・大学においても人間関係を築けない生徒がいる。留年した場合、後輩との人間関係を取り結ぶのが難

しく、ますます学校に来なくなるのではと危惧するが、事例を調べていくと、かえって後輩との関係

のほうがうまくいくこともあるようだ。 
・大学でも、１年生の前期に、専門の教員がレポートのまとめ方や図書館の利用の仕方等を丁寧に教え

ている。大人がこんなに手を掛けないといけないのかとは思うが、１年のときに「自分で考え自分で

調べる」という能力を育てていくと、後で楽になってくる。 
・地区会長の会合などでは、本校の生徒は特に問題は無いと言うことだ。しかし、スカートの短さや挨

拶の元気のなさは気になる。全体的には良くなってきているが。駅の駐輪場の整理点検は、置いてい

る生徒自身にさせてはどうか、徹底すると思う。 
・県立農業短期大学校から山形大学への編入が３名あったと聞いている。頑張らせて欲しい。 
・朝の立哨指導は継続して欲しい。生徒同士で注意しあうと良いと思う。 
・２月２３日の体育文化センターでの発表（３年齋藤君、２年丹野さん）、立派でした。 
質問（回答） 

・不得意科目に対する講習・補充は選択できないのか。（日常的に個別指導を行っているが時間が必要）

・就職の職種は。（大半が製造。事務職は減っています） 
・テスト前の部活の休みは。（１週間前から休みにしています） 
・スクールカウンセラーの県の予算は。（来年度は８回分は県の予算。残り１６回分はＰＴＡ予算から）

・２年生からのコースは希望制なのか、また、希望は叶うのか。（希望制で、希望は叶います） 
 


